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施行後の

凡例

①既設合流幹線

②遮集雨水流入系統

③増補雨水幹線

④光ファイバー

小型光水位計

光雨量計

光給電カメラ

日
本
発
！
暮
ら
し
を
支
え
る
底
力
―
―
。
日
本
下
水
道
協
会
主
催
の
下
水
道
展
１４
大
阪
が
来
月
２２
日
か
ら
４
日
間
、

大
阪
市
住
之
江
区
の
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
で
開
催
せ
れ
る
。
主
催
者
に
よ
る
と
先
月
２３
日
現
在
、
２
９
２
社
・
団
体
、

１
０
４
１
小
間
の
出
展
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
水
処
理
や
汚
泥
処
理
、
維
持
管
理
に
関
す
る
最
新
技
術
な
ど
の
展
示
が

行
わ
れ
る
。
ま
た
、
併
催
企
画
で
は
下
水
協
設
立
５０
周
年
や
大
阪
市
近
代
下
水
道
事
業
１
２
０
周
年
を
記
念
し
た
講
演

会
な
ど
の
ほ
か
、
大
阪
市
を
中
心
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
な
ど
で
注
目
さ
れ
る
下
水
処
理
場
な
ど
を
巡
る
ツ
ア

ー
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。

下
水
道
事
業
を
支
え
る
最

新
技
術
な
ど
の
展
示
で
は
、

水
処
理
や
汚
泥
処
理
装
置
な

ど
を
集
め
た
下
水
処
理
ゾ
ー

ン
（
４
号
館
、
５
号
館
）、

維
持
管
理
機
器
や
特
殊
車
両

な
ど
展
示
す
る
維
持
管
理
ゾ

ー
ン
（
３
号
館
）、
技
術
資

器
材
な
ど
建
設
ゾ
ー
ン

（
同
）、
測
量
や
設
計
機
器
の

設
計
・
測
量
ゾ
ー
ン
（
２
号

館
）、
管
路
資
器
材
な
ど
を

展
示
す
る
管
路
資
器
材
ゾ
ー

ン
（
同
）、
排
水
設
備
や
試

験
・
分
析
機
器
な
ど
を
展
示

す
る
そ
の
他
ゾ
ー
ン

（
同
）、
大
阪
市
を
は
じ
め
と

し
た
地
方
公
共
団
体
が
一
般

来
場
者
向
け
に
展
示
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
（
１
号

館
）
な
ど
業
種
別
に
分
け
て

展
示
さ
れ
る
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
児
童
の
夏
休
み
自
由
研

究
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
企
画
も

予
定
さ
れ
る
な
ど
一
般
来
場

者
も
楽
し
め
る
企
画
を
数
多

く
盛
り
込
ん
で
い
る
。

併
催
企
画
も
充
実
し
て
お

り
、「
日
本
下
水
道
協
会
設

立
５０
周
年
特
別
講
演
会
」
が

２３
日
、
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
か
れ
、

京
都
大
学
大
学
院
の
藤
井
聡

教
授
が
「
列
島
強
靭
化
論
〜

強
く
し
な
や
か
な
国
、
日
本

を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
東
京
大
学
大
学
院
の
花

木
啓
祐
教
授
が
「
新
下
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
（
仮
）」
を
テ
ー

マ
に
そ
れ
ぞ
れ
講
演
す
る
予

定
。
さ
ら
に
、「
大
阪
市
近

代
下
水
道
事
業
着
手
１
２
０

周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
２４
日
、
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大

阪
５
号
館
で
開
か
れ
、
下
水

道
の
将
来
像
な
ど
を
テ
ー
マ

に
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
う
予
定

と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
近
年

の
激
し
い
気
象
を
踏
ま
え
た

防
災
講
演
会
も
２２
日
、
同
所

で
開
か
れ
、
気
象
庁
大
阪
管

区
気
象
台
気
象
予
報
官
が

「
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
す

る
。ツ

ア
ー
企
画
で
は
、「
テ

ク
ニ
カ
ル
ツ
ア
ー
」
が
２３

日
、
２４
日
の
両
日
予
定
さ
れ

て
お
り
、
２３
日
に
は
堺
市
三

宝
下
水
処
理
場
、
道
頓
堀
ク

ル
ー
ズ
を
行
う
Ａ
コ
ー
ス
、

平
野
下
水
処
理
場
、
中
浜
下

水
処
理
場
を
巡
る
Ｂ
コ
ー
ス

を
予
定
。
２４
日
に
は
、
舞
洲

ス
ラ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー
、
海
老

江
処
理
場
、
下
水
道
科
学
館

を
巡
る
Ｃ
コ
ー
ス
、
神
戸
東

灘
処
理
場
、
白
鶴
酒
造
資
料

館
を
巡
る
Ｄ
コ
ー
ス
を
予
定

し
て
い
る
。

ほ
か
に
も
２５
日
に
は
出
展

者
表
彰
が
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大

阪
１
号
館
で
開
か
れ
る
ほ

か
、
下
水
道
展
会
期
中
に
出

展
者
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

も
開
く
予
定
と
な
っ
て
い

る
。

関
東
地
方
で
も
５
日
に
梅

雨
入
り
が
発
表
さ
れ
、
浸
水

に
備
え
る
時
期
に
入
っ
た
。

こ
う
し
た
中
、
国
土
交
通
省

は
、
今
年
度
の
下
水
道
革
新

的
技
術
実
証
事
業
（
Ｂ‐

Ｄ

Ａ
Ｓ
Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
に

お
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
浸
水
対
策
施
設
運
用
支
援

シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
に
関
す

る
実
証
事
業
を
選
定
。
浸
水

被
害
削
減
効
果
が
期
待
で
き

る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ

る
。
以
下
、
採
択
技
術
の
概

要
を
紹
介
す
る
。

◇

◇

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
浸

水
対
策
施
設
運
用
支
援
シ
ス

テ
ム
実
用
化
に
関
す
る
技
術

実
証
事
業
」（
２
０
１
４
年

度
採
択
技
術
）

実
施
者
…
広
島
市
・
日
本

下
水
道
光
フ
ァ
イ
バ
ー
技
術

協
会
・
日
本
上
下
水
道
設

計
・
日
本
ヒ
ュ
ー
ム
共
同
研

究
体実

証
フ
ィ
ー
ル
ド
…
広
島

市
江
波
地
区

事
業
概
要
…
浸
水
被
害
軽

減
の
た
め
に
、
管
路
内
の
水

位
情
報
や
レ
ー
ダ
ー
雨
量
情

報
等
を
活
用
し
て
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
浸
水
を
予
測
し
、

ポ
ン
プ
の
運
転
制
御
に
有
効

な
情
報
を
提
供
す
る
技
術
で

あ
り
、
浸
水
被
害
の
削
減
効

果
等
を
実
証
す
る
。

提
案
技
術
の
革
新
性
等
の

特
徴
…
①
排
水
区
内
の
管
路

内
水
位
・
施
設
運
転
、
降
雨

お
よ
び
浸
水
発
生
の
状
況
把

握
す
る
た
め
、
小
型
光
水
位

セ
ン
サ
ー
、
光
雨
量
計
、
光

給
電
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
②

各
種
情
報
を
下
水
道
光
フ
ァ

イ
バ
ー
に
よ
り
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
一
体
的
に
結
び
付
け

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
見
え
る
化
」

を
実
現
す
る
③
上
記
伝
達
情

報
と
レ
ー
ダ
ー
雨
量
情
報
を

収
集
し
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

浸
水
予
測
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
高
速
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
浸
水
危
険
性
を
判

断
す
る
。

メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
こ
の

ほ
ど
、
水
道
機
工
、
国
際
航

業
と
業
務
提
携
を
締
結
し
、

国
際
航
業
の
管
路
向
け
事
業

に
よ
り
、
処
理
設
備
だ
け
で

な
く
管
路
の
計
画
、
設
計
、

維
持
管
理
な
ど
管
路
の
総
合

的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供

が
可
能
と
な
っ
た
。

今
回
の
提
携
は
、
水
環
境

分
野
で
の
包
括
的
な
３
社
連

携
を
実
現
す
る
も
の
で
、
上

下
水
道
事
業
で
の
質
の
高
い

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
。
水
処

理
施
設
向
け
事
業
で
は
メ
タ

ウ
ォ
ー
タ
ー
と
水
道
機
工
の

業
務
提
携
で
、
浄
水
場
、
下

水
処
理
場
向
け
設
備
に
関
す

る
計
画
か
ら
設
計
、
据
付
・

建
設
、
Ｏ
＆
Ｍ
ま
で
を
カ
バ

ー
。国

際
航
業
と
の
業
務
提
携

で
同
社
が
手
が
け
る
管
路
向

け
事
業
が
加
わ
り
、
上
下
水

処
理
設
備
に
と
ど
ま
ら
ず
、

管
路
の
計
画
、
設
計
、
工

事
、
維
持
・
管
理
や
料
金
検

針
、
同
収
納
、
会
計
を
含
め

た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

水
処
理
設
備
に
関
す
る
日

常
の
点
検
か
ら
非
常
時
の
対

応
に
至
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

や
熟
練
技
術
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
ク
ラ

ウ
ド
シ
ス
テ
ム
「
ウ
ォ
ー
タ

ー
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ウ
ド
」

（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）
に
蓄
積
し
、
収

集
し
た
大
量
の
デ
ー
タ
を
分

析
す
る
こ
と
で
、
設
備
維

持
・
管
理
の
効
率
化
や
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ
に
よ
る

水
処
理
施
設
維
持
・
管
理
、

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
国
際
航

業
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
管
路
維

持
・
管
理
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
と
の
融
合
を
通
じ
、
上
下

水
処
理
設
備
・
管
路
の
安
全

性
確
保
や
長
寿
命
化
、
維

持
・
管
理
の
効
率
化
、
最
適

な
維
持
・
管
理
計
画
の
策
定

な
ど
が
可
能
と
な
る
。

ク
ボ
タ
は
４
日
、
益
本
康

男
会
長
兼
社
長
が
死
去
し
た

と
発
表
し
た
。
６７
歳
。
北
九

州
市
出
身
。
葬
儀
・
告
別
式

は
近
親
者
の
み
で
行
い
、
後

日
、
お
別
れ
の
会
を
開
く
。

社
長
の
任
務
は
当
面
、
木
股

昌
俊
副
社
長
執
行
役
員

（
６２
）
が
代
行
し
、
後
日
開

く
取
締
役
会
で
後
任
の
社
長

を
決
め
る
。

益
本
社
長
は
１
９
７
１
年

に
久
保
田
鉄
工
（
当
時
）
に

入
社
。
取
締
役
、
専
務
、
副

社
長
を
経
て
０９
年
１
月
に
社

長
に
就
任
し
た
。
環
境
関
連

で
は
、
日
本
水
道
工
業
団
体

連
合
会
会
長
や
日
本
下
水
道

施
設
業
協
会
副
会
長
な
ど
を

務
め
て
い
た
。

ハ
イ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
管
協

会鎌
田
会
長
を
再
選

ハ
イ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
管
協
会

は
先
月
１５
日
、
名
古
屋
市
中

村
区
の
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト

プ
ラ
ザ
名
古
屋
で
今
年
度
定

時
総
会
を
開
催
し
た
。
東
日

本
大
震
災
被
災
地
へ
の
復

旧
・
復
興
用
資
材
と
し
て
の

広
報
活
動
な
ど
を
含
む
今
年

度
事
業
計
画
を
了
承
し
た
ほ

か
、
役
員
改
選
で
は
鎌
田
修

会
長
の
再
任
を
承
認
し
た
。

鎌
田
会
長
は
「
ハ
イ
セ
ラ

ミ
ッ
ク
管
は
最
長
の
寿
命
を

持
つ
下
水
道
管
材
。
東
日
本

大
震
災
被
災
地
で
の
海
水
の

影
響
を
受
け
る
下
水
道
管
の

再
構
築
資
材
と
し
て
も
最
適

で
あ
り
、
ま
た
管
材
の
特
徴

を
生
か
し
た
工
場
お
よ
び
温

泉
排
水
用
途
で
の
採
用
促
進

を
さ
ら
に
図
っ
て
い
く
」
と

述
べ
、
下
水
道
以
外
で
の
事

例
も
積
み
重
ね
る
考
え
を
示

し
た
。

日
本
下
水
道
管
路
管
理

業
協
会
関
西
支
部

新
支
部
長
に
山
本
氏

日
本
下
水
道
管
路
管
理
業

協
会
関
西
支
部
は
先
月
１５

日
、
神
戸
市
北
区
の
有
馬
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
第
６
回
支

部
全
体
会
を
開
催
し
、
今
年

度
事
業
計
画
な
ど
を
了
承
し

た
ほ
か
、
役
員
改
選
で
は
、

大
工
園
設
備
工
業
代
表
取
締

役
の
山
本
克
代
氏
を
新
支
部

長
に
選
出
し
た
。

山
本
新
支
部
長
は
、
堺
市

で
昨
年
度
、
下
水
道
管
路
施

設
維
持
管
理
の
包
括
的
民
間

委
託
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
な

ど
を
踏
ま
え
、
維
持
管
理
業

が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
点
を
指
摘
。「
こ
う
し

た
流
れ
の
中
、
大
き
な
団
体

が
進
出
し
て
来
て
、
我
々
地

元
企
業
が
下
請
け
グ
ル
ー
プ

に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と

懸
念
を
示
し
、「
関
西
支
部

は
今
後
も
本
部
と
密
に
連
絡

を
と
り
、
頑
張
っ
て
い
く
」

と
決
意
を
表
明
し
た
。

日
本
下
水
道
管
路
管
理

業
協
会
中
部
支
部

新
支
部
長
に
伊
藤
氏

日
本
下
水
道
管
路
管
理
業

協
会
中
部
支
部
は
先
月
１５

日
、
静
岡
県
浜
松
市
の
ホ
テ

ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
浜
松
で

第
２１
回
全
体
会
を
開
き
、
災

害
時
対
応
訓
練
を
長
野
市
や

新
潟
市
、
石
川
県
な
ど
で
６

回
程
度
実
施
す
る
こ
と
な
ど

を
含
む
今
年
度
事
業
計
画
を

承
認
し
た
。
役
員
改
選
で
は

山
隆
リ
コ
ム
会
長
の
伊
藤
敏

夫
氏
を
支
部
長
に
選
任
し

た
。総

会
で
承
認
さ
れ
た
昨
年

度
事
業
報
告
に
よ
る
と
、
昨

年
度
同
支
部
で
は
地
震
災
害

訓
練
を
５
月
に
長
野
県
で
実

施
し
た
ほ
か
、
愛
知
、
石

川
、
静
岡
、
長
野
、
新
潟
の

各
県
部
会
で
も
独
自
に
災
害

対
応
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど

し
て
い
る
。

Ｅ
Ｘ
・
ダ
ン
ビ
ー
協
会

毎
年
１５
〜
２０
％
の
伸
び

Ｅ
Ｘ
・
ダ
ン
ビ
ー
協
会
は

先
月
２３
日
、
東
京
都
港
区
の

グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

新
高
輪
で
第
９
回
定
例
総
会

を
開
き
、
今
年
度
事
業
計
画

な
ど
を
承
認
し
た
ほ
か
、
役

員
改
選
で
は
野
口
豊
治
氏
を

新
会
長
に
選
任
し
た
。

総
会
後
の
懇
親
会
で
野
口

新
会
長
は
合
併
設
立
後
９
年

を
迎
え
、
順
調
に
推
移
し
て

い
る
状
況
を
紹
介
し
、「
毎

年
１５
〜
２０
％
伸
び
て
い
る
。

地
方
自
治
体
か
ら
も
こ
れ
か

ら
伸
び
る
工
法
と
評
価
し
て

頂
け
て
い
る
と
思
う
の
で
、

ま
す
ま
す
伸
び
る
よ
う
フ
ォ

ロ
ー
の
風
に
乗
っ
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

マ
ル
チ
水
平
ウ
ェ
ル
研

究
会

フ
ッ
素
汚
染
水
浄
化
装
置

の
早
期
導
入
目
指
す

Ｖ
Ｏ
Ｃ
類
地
下
水
汚
染
浄

化
装
置
「
Ｖ
Ｓ
Ａ
Ｐ
」
な
ど

を
手
掛
け
る
マ
ル
チ
水
平
ウ

ェ
ル
研
究
会
は
先
月
２３
日
、

大
阪
市
の
大
阪
キ
ャ
ッ
ス
ル

ホ
テ
ル
で
第
９
期
定
時
総
会

を
開
き
、
フ
ッ
素
汚
染
水
浄

化
装
置
試
作
機
の
性
能
確

認
、
実
用
機
仕
様
検
討
を
含

む
今
年
度
事
業
計
画
な
ど
を

承
認
し
た
。

倉
田
淳
会
長
は
、「
土
壌

お
よ
び
地
下
水
汚
染
対
策
の

市
場
は
、
か
な
り
成
熟
し
た

と
は
い
え
研
究
課
題
や
技
術

革
新
に
取
り
込
む
テ
ー
マ
は

無
数
に
あ
る
」
と
述
べ
、
魅

力
あ
る
技
術
開
発
を
行
う
こ

と
が
重
要
と
し
、
開
発
部
会

の
成
果
と
し
て
昨
年
完
成
し

た
フ
ッ
素
汚
染
水
の
浄
化
装

置
の
早
期
導
入
を
目
指
す
考

え
を
強
調
し
た
。

日
本
下
水
道
施
設
業
協

会松
木
会
長
再
任

日
本
下
水
道
施
設
業
協
会

は
先
月
２９
日
、
東
京
都
中
央

区
の
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
で
第
３８
回
通
常
総
会
を
開

き
、
下
水
処
理
場
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
対
策
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
な
ど
昨
年

度
事
業
を
報
告
、
役
員
改
選

で
は
松
木
晴
雄
会
長
の
再
任

を
承
認
し
た
。

再
任
さ
れ
た
松
木
会
長
は

総
会
後
の
懇
親
会
で
同
日
に

国
会
で
成
立
し
た
改
正
品
確

法
や
国
土
交
通
省
が
審
議
し

て
い
る
新
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

等
を
踏
ま
え
、「
協
会
は
施

設
を
作
る
立
場
で
活
動
し
て

き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
地
方

自
治
体
に
お
け
る
施
設
の
管

理
、
運
営
な
ど
経
営
に
も
役

割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
認
識
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」と
述
べ
、入
札
方
式
な
ど

事
業
環
境
の
課
題
解
消
へ
力

を
注
ぐ
こ
と
を
強
調
し
た
。

光
硬
化
工
法
協
会

１０
年
先
の
仕
事
を

光
硬
化
工
法
協
会
は
先
月

２９
日
、
第
１２
回
定
時
総
会
を

東
京
都
千
代
田
区
の
東
海
大

学
校
友
会
館
で
開
き
、
今
年

度
事
業
計
画
な
ど
を
承
認
し

た
。
今
年
度
か
ら
新
会
長
と

な
っ
た
佐
藤
敏
明
氏
は
総
会

後
に
開
か
れ
た
懇
親
会
の
冒

頭
で
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、

「
光
硬
化
工
法
協
会
は
、
毎

年
新
し
い
技
術
を
取
り
込
ん

で
い
る
。
昨
年
は
、
①
塩
ビ

管
へ
の
適
用
②
下
水
道
協
会

の
認
定
工
場
制
度
に
適
用
③

強
度
が
従
来
比
２
倍
の
材
料

開
発
、
な
ど
大
き
く
３
点
が

行
わ
れ
た
。
ド
イ
ツ
で
は
、

市
場
の
８５
％
を
光
硬
化
工
法

が
占
め
て
い
る
。
日
本
は
ま

だ
、
当
協
会
で
し
か
使
っ
て

い
な
い
。
い
ず
れ
他
の
物
が

出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
の
時
に
我
々
は
１０
年

先
の
レ
ベ
ル
で
仕
事
を
し
て

い
た
い
」
と
述
べ
た
。

日
本
イ
ン
シ
チ
ュ
フ
ォ

ー
ム
協
会

新
商
品
市
場
投
入
へ

日
本
イ
ン
シ
チ
ュ
フ
ォ
ー

ム
協
会
は
先
月
２９
日
、
東
京

都
港
区
の
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
で
第
２８
回
定
例
総
会
を

開
き
、
高
強
度
材
料
の
新
商

品
市
場
投
入
に
向
け
た
施
工

技
術
検
討
や
更
生
管
追
跡
調

査
の
追
加
実
施
、
今
年
度
事

業
計
画
な
ど
を
承
認
し
た
。

懇
親
会
で
今
井
英
貴
会
長

は
、
国
内
で
２５
年
超
の
供
用

実
績
を
持
つ
唯
一
の
更
生
工

法
で
あ
る
同
工
法
の
耐
久
性

に
つ
い
て
触
れ
、「
昨
年
１１

月
に
名
古
屋
市
の
協
力
で
追

跡
調
査
を
し
た
結
果
、
耐
久

性
、
長
期
性
に
問
題
が
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
」
と
述

べ
、
老
朽
管
路
の
更
新
・
更

生
対
策
が
重
要
課
題
と
な
る

中
、
長
期
の
性
能
が
確
認
工

法
と
し
て
、
引
き
続
き
役
立

て
る
よ
う
努
め
て
い
く
考
え

を
示
し
た
。
な
お
、
こ
の
成

果
は
、
７
月
の
下
水
道
研
究

発
表
会
で
報
告
す
る
予
定
。

３
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
技
術
協
会

人
手
不
足
解
消
も
課
題

３
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
技
術
協
会
は

先
月
３０
日
、
東
京
都
港
区
の

東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
第

８
回
通
常
総
会
を
開
き
、
Ｓ

Ｇ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
工
法
、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
Ｃ

Ｐ‐

Ｇ
工
法
、
３
Ｓ
セ
グ
メ

ン
ト
工
法
、
グ
ロ
ー
工
法
の

４
工
法
が
３
月
に
建
設
技
術

審
査
証
明
報
告
書
の
更
新
を

受
け
た
こ
と
を
含
む
昨
年
度

事
業
報
告
や
今
年
度
事
業
計

画
を
承
認
し
た
。

総
会
後
の
懇
親
会
で
小
島

秀
薫
会
長
は
、
更
生
工
事
な

ど
へ
の
追
い
風
が
吹
く
一
方

で
人
手
不
足
に
陥
っ
て
い
る

点
を
強
調
。「
社
会
保
険
や

給
与
水
準
等
も
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
人
が
集
ま
ら
な

い
。
こ
れ
を
考
え
る
の
も
協

会
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い

る
」
と
担
い
手
の
確
保
に
向

け
た
意
欲
を
示
し
た
。

日
本
管
路
更
生
工
法
品

質
確
保
協
会

業
認
定
へ
さ
ら
に
注
力

日
本
管
路
更
生
工
法
品
質

確
保
協
会
は
２
日
、
東
京
都

港
区
の
明
治
記
念
館
で
第
６

回
定
時
総
会
を
開
き
、
業
種

認
定
や
資
格
制
度
の
創
設
な

ど
を
柱
と
し
た
今
年
度
事
業

計
画
な
ど
を
了
承
し
た
。

総
会
後
の
懇
親
会
で
前
田

正
博
会
長
は
、
管
路
更
生
工

事
が
増
え
つ
つ
あ
る
中
、

「
更
生
工
事
の
本
格
化
は
こ

れ
か
ら
」
と
し
、「
今
年
は

特
に
協
会
設
立
時
の
柱
と
し

て
掲
げ
て
き
た
業
種
認
定
と

資
格
制
度
の
実
現
に
向
け
た

活
動
を
積
極
的
に
進
め
た

い
」
と
述
べ
、
管
路
更
生
工

事
の
品
質
が
高
い
レ
ベ
ル
で

維
持
で
き
る
制
度
の
創
設
へ

意
欲
を
示
し
た
。

土
壌
環
境
セ
ン
タ
ー

理
事
改
選
で
３
名
選
任

土
壌
環
境
セ
ン
タ
ー
は
５

日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
都

市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
今
年

度
定
時
総
会
を
開
き
、
昨
年

度
賃
借
対
照
表
な
ど
決
議
事

項
を
承
認
し
た
。
ま
た
、
役

員
改
選
で
は
、
鹿
島
建
設
執

行
役
員
の
新
川
隆
夫
環
境
本

部
長
、
大
成
建
設
執
行
役
員

の
今
酒
誠
環
境
本
部
長
、
戸

田
建
設
常
務
試
行
役
員
の
植

草
弘
土
壌
営
業
統
括
部
長
を

新
理
事
に
選
任
し
た
。

土
壌
環
境
調
査
等
事
業
は

０８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

後
、
下
が
り
気
味
で
あ
っ
た

が
、
総
会
後
の
懇
親
会
で
山

田
良
介
会
長
は
、「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
に
よ
り
建
設
業
が
全

体
的
に
回
復
傾
向
に
あ
る
」

と
述
べ
、
経
済
の
好
転
に
よ

る
事
業
量
の
増
加
を
予
想
。

「
国
民
の
生
活
の
役
に
立
つ

よ
う
会
員
企
業
が
力
を
発
揮

し
て
い
き
た
い
」と
話
し
た
。

日
本
水
道
工
業
団
体
連

合
会

仁
井
専
務
が
会
長
兼
務

日
本
水
道
工
業
団
体
連
合

会
は
６
日
、
東
京
都
千
代
田

区
の
東
京
会
館
で
第
４８
回
通

常
総
会
を
開
催
、
今
年
度
事

業
計
画
・
予
算
な
ど
を
承
認

し
た
。
４
日
の
益
本
康
男
会

長
（
ク
ボ
タ
会
長
兼
社
長
）

の
急
逝
を
受
け
、
仁
井
正
夫

専
務
理
事
が
会
長
を
兼
務
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、

仁
井
新
会
長
が
あ
い
さ
つ

し
、
益
本
前
会
長
の
急
死
を

悼
む
と
と
も
に
、
故
人
と
の

思
い
出
を
振
り
返
っ
た
。
そ

の
上
で
、
故
人
の
遺
志
を
継

ぎ
、
日
本
の
上
下
水
道
が
抱

え
る
諸
問
題
に
対
処
し
て
い

く
と
し
、
関
係
各
位
に
よ
り

一
層
の
協
力
を
求
め
た
。

エ
コ
プ
ロ
ー
ブ
協
会

一
般
社
団
法
人
化
方
針

な
ど
承
認

エ
コ
プ
ロ
ー
ブ
協
会
は
６

日
、
東
京
都
港
区
の
東
亜
道

路
会
議
室
で
第
１０
回
定
時
総

会
を
開
き
、
一
般
社
団
法
人

化
の
方
針
な
ど
を
承
認
し

た
。
ま
た
、
協
会
設
立
１０
周

年
を
記
念
し
、
設
立
後
、
協

会
を
牽
引
し
て
き
た
元
会
長

の
遠
藤
計
氏
、
元
副
会
長
の

高
橋
渉
氏
を
功
労
者
と
し
て

表
彰
し
た
。

中
村
健
太
郎
会
長
は
、
ツ

ー
ル
ス
開
発
や
技
術
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
策
定
な
ど
土
壌
環
境

調
査
用
機
器
と
し
て
の
地
位

を
確
立
し
た
エ
コ
プ
ロ
ー
ブ

と
協
会
活
動
を
振
り
返
っ
た

後
、
地
中
熱
工
事
な
ど
新
分

野
へ
の
展
開
を
強
調
し
、

「
会
員
の
高
い
技
術
力
と
機

器
の
性
能
を
生
か
し
、
地
域

に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

【
訂
正
】

５
月
２８
日
付
け
１１
面
の

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
浸
水

対
策
施
設
運
用
支
援
シ
ス
テ

ム
実
用
化
に
関
す
る
技
術
実

証
事
業
」（
２
０
１
４
年
度
採

択
技
術
）の
記
事
中
、提
案
技

術
の
革
新
性
等
の
特
徴
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く

は
上
記
記
事
の
通
り
で
す
。

ま
た
、
同
日
付
１２
面
の

「
日
本
Ｓ
Ｐ
Ｒ
工
法
協
会
２

５
周
年
」
記
事
中
、
小
川
会

長
あ
い
さ
つ
に
お
け
る
施
工

実
績
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
正
し
く
は
「
９
１
５
㌔

㍍
」
で
す
。
重
ね
て
お
詫
び

し
、
訂
正
し
ま
す
。

環
境
省
の
報
告
書
（
２
０
１
３

年
度
）
に
よ
れ
ば
、
土
対
法
改
正

後
の
法
対
象
土
壌
汚
染
調
査
事
例

数
は
対
象
面
積
要
件
の
強
化
に
よ

り
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。
特
筆
す

べ
き
点
は
、
そ
の
う
ち
基
準
不
適

合
と
な
っ
た
事
例
割
合
が
旧
法
で

は
０８
年
度
３０
％
、
０９
年
度
３１
％
に

対
し
、
改
正
後
の
１０
年
度
５３
％
、

１１
年
度
６８
％
と
約
２
倍
程
度
に
増

え
た
こ
と
で
あ
る
。
原
因
は
、
自

然
由
来
重
金
属
を
規
制
対
象
と
し

た
こ
と
が
大
き
い
。

法
制
度
が
生
活
リ
ス
ク
実
態
を

踏
ま
え
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
考
慮

し
て
い
な
い
た
め
に
、
土
地
取
引

や
流
動
化
の
足
か
せ
と
な
っ
て
い

る
場
合
が
多
い
。
実
態
と
し
て
、

健
康
リ
ス
ク
の
無
い
状
況
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
無
用
な
紛
争
や
対
策

工
事
を
引
き
起
こ
す
取
引
事
例
も

あ
り
、
現
場
の
専
門
家
の
嘆
き
も

よ
く
耳
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な
実

態
は
、
国
益
に
と
っ
て
も
不
利
で

は
な
い
か
。

私
た
ち
は
自
然
豊
か
な
国
土
に

暮
ら
し
て
い
る
。
こ
の
原
則
を
見

失
っ
て
は
な
ら
な
い
。
自
然
科
学

者
は
社
会
生
活
を
無
視
す
る
と
結

論
に
誤
り
が
生
じ
る
場
合
が
あ

る
。
人
間
生
活
を
考
慮
せ
ず
に
導

い
た
科
学
の
結
論
を
基
に
行
っ
た

施
策
は
、
長
期
的
に
は
破
綻
す

る
。科

学
と
社
会
を
考
え
る
こ
と
、

す
な
わ
ち
不
動
産
学
が
目
指
す

「
ト
ラ
ン
ス
・
サ
イ
エ
ン
ス
」
の

視
点
が
重
要
な
の
で
あ
る
。（
終
）

小島秀薫会長

下
水
道
展
１４
大
阪
・
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
で
来
月
２２
日
開
幕

㊦

明
海
大
学

不
動
産
学
部
准
教
授

本
間
勝

暮らしを支える底力テーマに

トランス・サイエンスと土地環境問題

益
本
会
長
兼
社
長
死
去

２
９
２
社
・
団
体
、１
０
４
１
小
間
出
展

ク
ボ
タ

故・益本康男氏

下
水
協
５０
周
年
特
別
講
演
会
な
ど
併
催
企
画
も
充
実

前田正博会長

下水道展は、専門の関係者だけでなく多くの
人が楽しめる内容（写真は下水道展１３東京）

管
路
の
総
合
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
も

総総
会会
フフ
ララ
ッッ
シシ
ュュ

仁井正夫会長

メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
国
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松木晴雄会長

今井英貴会長

野口豊治会長

ＩＣＴを活用した浸水対策
施設運用支援システム

広島市など４者共同で実証

注注目目さされれるる BB--DDAASSHHププロロジジェェククトト採採択択技技術術

鎌田修会長

中村健太郎会長

山本克代支部長

佐藤敏明会長

倉田淳会長

山田良介会長
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境
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